
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 72 （回答者数） 50

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

学校へ訪問する機会を増やすようにしている。（担当者会議
以外に、学校公開等のイベント時など）

2

桐塾の他教室とも、ケーススタディなどを通して、対応の充
実を図るようにしている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

個別指導を担任制で実施している。 担任制であることから、学校との連携においても、個別に深く
関わって支援するようにしている。

全員、有資格者の指導員であり、質問や相談等、付加価値の高
いサービスを行っている。

情緒面に課題のある利用者の場合、相談支援事業所等との連携
を重視している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　14日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 桐塾　学芸大学駅前第二教室

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


